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同窓会の皆様には、本校の教育活動に一方ならぬご協力
を賜り、心より御礼申し上げます。 

さて、今年度、高校は第 41期生 425名、中学校は第 17期
生 60 名が入学し、全校生徒 1423 名でスタートしました。昨
年度より頭髪服装検査を撤廃、開校以来の女子用布ベスト
を廃止し、男女兼用の 3 色選択制のニットベストを導入しま
した。「生徒が主役」をモットーに、浪漫祭・体育祭等の学校
行事だけでなく、受験生向けの説明会も含めて、生徒が前面
に出てくる流れが定着しつつあり、生徒一人一人の表情も明
るさを増しております。部活動では陸上競技部、テニス部、チ
アリーダー部、弓道部、オリエンテーリング部、ダンス部が全
国大会出場。剣道部、演劇部が関東大会出場と部活動の頑
張りは相変わらずです。同窓生の皆様が築いた伝統を継承
しながら、さらに魅力ある農大三高・三中を目指していきたい
と考えています。 

令和 8年度は、高校は創立 42年、中学校は創立 18年目
を迎えます。同窓会の皆様からの引き続きのご支援を賜りな
がら、地域社会・国際社会に貢献できる人材の育成を目指し
て教職員一丸となって教育活動にあたってまいります。 

結びに東京農業大学第三高等学校同窓会のますますのご
発展をご祈念申し上げご挨拶といたします。 

本校は、1985 年 4 月の開校以来、本年で創立 41 周年を迎える

こととなりました。東京農業大学創立者・榎本武揚先生の「不撓不

屈」の建学の精神、そして初代学長・横井時敬先生の実学主義の教

えは、本校教育の礎として脈々と受け継がれ、学校の飛躍的な発展

を支えてまいりました。 

そのような歩みの中で、本校の卒業生は約 18,500 名を数えるま

でになり、社会の第一線で活躍されておりますことは、同窓会として

大きな誇りであります。 

同窓会では、毎年、卒業生の皆さんへの卒業証書ホルダーの贈

呈をはじめ、生徒用個人ロッカーや空調設備、部活動遠征車の寄

贈など、在校生の学びと学校生活の充実に寄与すべく、さまざまな

支援活動に取り組んでまいりました。特に昨年は、9月に開催された

「東京 2025 世界陸上競技選手権大会」男子マラソンに出場された

本校卒業生・吉田祐也君の壮行会に際し、同窓会より御祝金を贈

呈させていただきました。 

また、会員の皆様に向けては、同窓会ホームページを通じ、本校

の近況や同窓会活動の様子をタイムリーに発信してまいりました。

今後も同窓会は、在校生にとって少しでも力となる存在であり続け

るとともに、会員の皆様にとっては、世代を超えた良き交流の場とし

てご活用いただける同窓会を目指してまいります。 

結びに、会員の皆様の今後ますますのご活躍と、東京農業大学第

三高等学校のさらなるご発展を心より祈念申し上げ、会長としての

挨拶とさせていただきます。 

校 長 挨 拶 会 長 挨 拶 

東京農業大学第三高等学校 

校長 神山 達人 

 

東京農業大学第三高等学校 

同窓会会長 友田 雅明 
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農大三高 現地活動レポート！ 

令和７年度に実施された活動を農三生が紹介します！ 

生 徒 会 行 事 

私が高校生活で経験した生徒会行事を振り返ると、体育祭や球技大会などがあり、どの行事も深く思い出に残っているが、

特に思い出に残っている生徒会行事といえばやはり浪漫祭だ。高校生活最後の行事というのもあるが、当日を迎えるまでの準

備が他の行事とは比べ物にならないほど大変だったからだ。体育祭が終わった翌月６月から文化祭に向けての準備が始まっ

た。初めのころは余裕をもって仕事をこなすことができていたが、浪漫祭が近づいていく中でやるべきことが多くなっていき、今、

自分は何をしているのだろうと思うくらい身体的にも精神的にも追い詰められた。そのような状態のまま、浪漫祭当日を迎えた。

朝から雨が降っており、不安でいっぱいの中、浪漫祭が始まった。浪漫祭中はほとんど本部におり、トラブルも山ほど起きた。た

だ、本部の前を通っていく生徒や来校されてくださった方が楽しんでくださっている姿を見て、私は心が救われた。２日目の最後

には後夜祭と花火があり、なぜだかわからないが所々で涙が出てきた。ボタンを押す役割だった私はボタンを押したわけだが、

押した直後きれいな花火が打ち上がったあの瞬間は今でも鮮明に覚えている。  

たった３文字で表すことができる浪漫祭。３文字では表せないくらい大変な部分が多く、正直心残りな部分もあるが結果とし

て良い形で終えることができ、特に思い出に残っている行事となった。 

第 40期生徒会長 

高野 志成 （39期） 

野 球 部 

今年の野球部は、調和のとれたチームワークと豊かな個性

が共存しているチームです。埼玉で１番になること、何事にも

始まりを大切にするという意味の「一」(はじめ)をスローガンに

掲げて活動しています。特にこのチームで印象に残っている事

が２つあります。１つ目は埼玉県秋季大会地区予選代表決定

戦です。上尾高校との試合に惜敗し、そこから秋、冬、現在ま

で悔しさを糧にして練習してきました。チームとしてこの試合を

無駄にせずにこれからも精進していきます。２つ目が東京農大

併設三校による野球大会(三校リーグ)です。１１月８・９日に行

われた三校対抗戦では、チームとして三戦全勝を目標にして

練習に取り組んできました。結果的には三戦全勝という形で

締めくくる事が出来ました。試合内容も、２日間を通して競った

試合展開を粘り勝つという農三らしいゲームが出来ました。試

合中の雰囲気もよく、仲間への必要な声かけなどが見られ、と

ても印象深い試合となりました。 

この２つの大会を通して、勝つ難しさや一球の重みを実感し

ました。個人が自分の役割であるチームの為に何ができるか

を考えて行動する事、仲間と声を掛け合い、最後まで諦めず挑

む姿勢を自覚し、全員でスローガンである「一」(はじめ)を大

切にして、支えてくれる人への感謝を胸にさらなる成長を目指

します。 

吹 奏 楽 部 

吹奏楽部は現在２年生１６人、１年生２２人の計３８人で活動し
ています。学年やパートを問わず部員同士の関わりが多く、仲の
良い部活動です。 

部員の多くは入部時に楽器未経験者ですが、顧問の石田先生
や先輩からアドバイスを受けながら、それぞれのペースで演奏技
術の向上を目指しています。経験者・初心者を問わず、同じ目標
に向かって活動していることが本部活動の魅力です。 

日々の練習では、個人練習や合奏を中心に曲に取り組みなが
ら、各自が演奏面での課題を意識し、本番に向けて少しずつ完成
度を高めています。 

これまで、コンクールや演奏会、西部支部研究発表会への出場
をはじめ、浪漫祭やスリーデーマーチなどの地域や学校のイベン
トでの発表などに参加し、本番を通して音楽を発表する経験を積
んできました。 

今年度は７月に行われた第６６回埼玉県吹奏楽コンクール地
区大会高校Ｂの部では金賞、８月に行われた第６６回埼玉県吹奏
楽コンクール県大会高校 Bの部では銅賞を受賞しました。 １１月
に行われた第４９回埼玉県アンサンブルコンテスト地区大会では
クラリネット４重奏が銀賞を受賞しました。また金管８重奏が金賞
を受賞し創部初となる県大会出場を果たしました。 

部活動を通して、音楽の楽しさや仲間と演奏する達成感を感じ
ながら、一人ひとりが自分の課題と向き合う経験を大切にしてい
ます。 今後も感謝の気持ちを忘れず、より良い音楽を目指して活
動してまいります。吹奏楽部の活動を温かく見守っていただけまし
たら幸いです。 

△ 浪漫祭の様子 △ 野球部の様子 △ 吹奏楽部の様子 

令和７年度の主な生徒会行事として、体育祭は５月２９日（木）に実施され、浪漫祭は９月１

３日（土）・１４日（日）の２日間にわたって開催されました 



（3） 

 

  

活動の概要 

令和７年０６月００日 同窓会奨学生募集開始 （９月決定済） 

令和７年０９月００日 ホームカミングデー実施 

令和７年 ９月２７日 令和７年度同窓会理事会 

令和８年 ２月２８日 第３９回同窓会入会式 

令和８年０３月０１日 第３９回卒業式 （卒業証書ホルダーを全卒業生へ寄贈）  

令和８年０３月００日 同窓会会報誌の発行 

＊その他  
①令和７年９月世界陸上競技選手権大会に出場した吉田祐也さん（２９期）へお祝金として

３０万円を贈呈しました。また、１４期卒業記念品タイムカプセル開封に向けて、ならびに

２４期同窓会開催に向けて、クラス幹事名簿のマッチング作業費の支援をおこないまし

た。 

②今後の活動として、同窓会だよりの発行、文化祭でホームカミングデーの実施、ホームペ

ージの有効利用等について検討しています。 

③毎年５０万円を振興基金として寄付。クラブ活動支援金として関東大会出場以上のクラ

ブに対し、５万円の寄付をしています。令和６年度の場合は６クラブ（陸上・剣道・弓道・チ

アリーダー・ダンス・書道部）でした（令和７年度は選考中）。 

令和７年度 同窓会活動報告 

▲同窓会入会式（記念品贈呈）の様子 

農大三高同窓会は、令和６年度末時

点で新規入会者数３７４名・総数１８,０

６１名となりました。 

同 窓 会 本 部 役 員 

会 長 ： 友 田  雅 明  （平成元年卒 ０２期） 
副 会 長 ： 波多野 駿 介  （平成２３年卒 ２４期） 
 同   ： 菅 野  諒 真  （令和０２年卒 ３３期） 
事務局長 ： 浜 田  空  （令和０４年卒 ３５期） 
書 記 ： 黒 﨑  剛 史  （平成０６年卒 ０７期） 
会 計 ： 礒 﨑  範 子  （昭和６３年卒 ０１期） 
監 査 ： 守 屋  公 平  （平成２７年卒 ２８期） 
事務局員 ： 岡 田  芳 之  （平成０２年卒 ０３期） 
 同   ： 住 廣  千 華  （平成０３年卒  ４期） 
 同   ： 深 谷  顕 史  （平成０５年卒 ０６期） 
 同   ： 川 路  遥 斗  （令和０５年卒 ３６期） 
 同   ： 横 山  美 月  （令和０７年卒 ３８期） 

相 談 役 ： 春 日  敏 宏 

同窓会公式ホームページもご覧ください 

農大三高ホームページからは… 

「卒業生の方」➡「農大三高同窓会」 

ＱＲコードまたはＵＲＬからもアクセスできます 

https://www.nodai3hs-d.com/ 

公式ＨＰでは、

同窓会の活動や

同窓会だよりを

発信しています 

証明書発行申請について 〔詳細は農大三高ＨＰをご覧下さい〕 

個人情報保護法の施行に伴い、各種証明書の申請には本人

確認書類（運転免許証等）の提示が必要です。発行まで約１週間

かかる場合がありますので、余裕をもって申請してください。証

明書の有効期間は原則発行日から３か月です。卒業後の氏名変

更を希望される場合は、戸籍抄本（コピー不可）をご提出くださ

い。指定用紙がある場合は、申請時に併せて提出して下さい。 

ホームカミングデー 吉田祐也選手世界陸上出場・激励会 
 

令和７年９月１３日（土）・１４日（日）に、浪漫祭と同時開催で同

窓会ホームカミングデー「２０２５ 農大三高卒業生集まれ！」を

実施しました。１３日には友田会長より同窓会活動および母校支

援について、１４日には神山校長より農大三高の現状についての

スピーチが行われました。 

参加者アンケートでは、「子どもが中学生なので来ました。応援

団を見て、生徒が生き生きと活動している姿に大変嬉しく感じま

した（７期）」、「懐かしく、この学校を卒業して良かったと改めて思

いました（１１期）」、「２０年ぶりに我が子を連れて訪れました。活

気があって楽しく、娘も農三に通ってくれたら嬉しいです（１５

期）」、「先生に再会し、高校時代を思い出して涙が出ました（３８

期）」など、母校への愛着や現在の学校の活気を実感する声が多

く寄せられました。多くの卒業生の皆さまにご参加いただき、あり

がとうございました。 

第２９期卒業生の吉田祐也さんが、２０２５年９月に東京で開催

される世界陸上競技選手権大会・男子マラソンの日本代表に選

出されました。これに併せて、令和７年４月２０日（日）に開催され

た農大三高陸上競技部ＯＢ主催の壮行会に、同窓会を代表して

友田会長が出席いたしました。また、同窓会として吉田さんのご

活躍を祈念し、お祝い金３０万円を贈呈いたしました。 

https://www.nodai3hs-d.com/
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 令和６年度決算書 
東京農業大学第三高等学校 同窓会会計  

（単位：円）  

１ 収入の部 

項 目 内 訳 ６年度決算 ６年度予算 差 異 備 考 

同窓会入会金  1,122,000 1,125,000 △ 3,000 ＠3,000×374名（38期生） 

同窓会会費  3,740,000 3,750,000 △ 10,000 ＠10,000×374名（38期生） 

特別会計繰入  30,001,364 0 30,001,364  

雑 収 入  577 0 577  

 利 息 577 0 577  

小 計  34,863,941 4,875,000 29,988,941  

前年度繰越金  31,326,743 31,326,743 0  

合 計  66,190,684 36,201,743 29,988,941  

2 支出の部 

項 目 内 訳 ６年度決算 ６年度予算 差 異 備 考 

会 議 費  36,394 200,000 △ 163,606  

 役 員 会 、 理 事 会 36,394 200,000 △ 163,606  

事 務 費  0 300,000 △ 300,000  

通 信 費  474,642 600,000 △ 125,358  

 往 復 は が き 等 93,807 200,000 △ 106,193  

 同窓会だより郵送費 380,835 400,000 △ 19,165  

事 業 費  1,078,815 4,400,000 △ 3,321,185  

 クラブ活 動 支 援 金 300,000 1,000,000 △ 700,000 ６クラブ 

 卒業３０周年同窓会支援 0 2,000,000 △ 2,000,000  

 同 窓 会 奨 学 金 744,880 1,000,000 △ 255,120  

 同窓会だより作成費 0 300,000 △ 300,000  

 浪漫祭ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ 33,935 100,000 △ 66,065  

卒業記念品  423,742 500,000 △ 76,258  

 卒 業 証 書 ホルダー 423,742 500,000 △ 76,258  

ホームぺージ  115,500 500,000 △ 384,500  

名 簿 管 理  88,440 300,000 △ 211,560  

 新 規 名 簿 88,440 200,000 △ 111,560  

 デ ー タ 通 信 費 0 100,000 △ 100,000  

雑 費  3,780 100,000 △ 96,220  

寄 付 金  1,000,440 1,000,000 440  

 振 興 基 金 1,000,440 1,000,000 440  

周年記念事業  30,000,825 10,000,000 20,000,825  

 進路空調設備入替費 0 0 0  

 ４０周年記念事業補助金 30,000,825 10,000,000 20,000,825  

特別会計積立金  14,000,000 4,000,000 10,000,000  

 周 年 事 業 積 立 金 14,000,000 4,000,000 10,000,000  

予 備 費  0 1,000,000 △ 1,000,000  

小 計  47,222,578 22,900,000 24,322,578  

次年度繰越金  18,968,106 13,301,743 5,666,363  

合 計  66,190,684 36,201,743 29,988,941  

会計 礒﨑 範子 ・ 監査 守屋 公平   
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。 今

年
は
卒
業
生
の
活
躍
と

し
て
、
吉
田
祐
也
さ
ん
が
世
界

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
・
男

子
マ
ラ
ソ
ン
の
日
本
代
表
に
選

出
さ
れ
、
同
窓
会
よ
り
お
祝
い

金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す

が
、
私
は
現
在
、
大
学
で
社
会

基
盤
の
計
画
や
設
計
、
都
市

計
画
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
最
近
は
「
有
名
建
築
事

典
」
と
い
う
一
冊
の
本
を
き
っ

か
け
に
、
国
内
外
の
建
築
に
興

味
を
持
ち
、
ま
ち
や
建
築
を

巡
る
こ
と
が
趣
味
と
な
り
ま
し

た
。
埼
玉
県
、
特
に
東
武
東
上

線
沿
線
で
は
、
川
越
が
蔵
造
り

の
街
並
み
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
景
観
は
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
き
っ
か
け
に
整

備
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

「
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
規

制
型
で
は
な
く
、
「
こ
う
す
れ

ば
街
が
良
く
な
る
」
と
い
う
提

案
型
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
形

づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

同
窓
会
に
お
い
て
も
、
毎
年

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、
「
こ
う
す
れ
ば

母
校
が
よ
り
良
く
な
る
、
よ
り

盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
考
え
な
が
ら
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
取

り
組
み
が
、
卒
業
生
と
母
校

を
つ
な
ぐ
絆
を
深
め
、
次
の
世

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
〔
川
路
〕 


